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宇和海北部のプランク トン調査

宇和海は九州東岸 と四国西岸に挟まれ,北 は佐

田岬半島によつて瀬戸内海 と隔てられている.南

からは黒潮の影響を受けた温暖な海流が,速 水瀬

戸を通 じて伊予灘へと流れるため,宇 和海や瀬戸

内海の生物相に多大な影響を与えていると推察さ

れる。佐田岬半島突端に位置する三崎町沿岸で実

施した動植物プランク トンの年間採集調査からは,

宇和海側の湾が,瀬 戸内海の湾に比べて外洋的な

側面を持ってお り,黒 潮の影響を受けていること

が明らかになつた (大本,2000b).そ こで本報で

は,三 崎町宇和海側の沿岸域 とその沖合から宇和
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海北部全体,お よび伊予灘倶Jの沖合において動植

物プランク トンの分布調査を行い,出 現状況の比

較を行ったのでここに報告する.

調 査地 点 と調 査 方 法

調査は 1998年 8月 7日 に実施 した。調査地点と

して,三 崎町の宇和海沿岸部 3地 点 (X～ Z),瀬

戸内海側沖合 1地点 (A),佐 田岬半島沖合 3地 点

(B～ D),お よび豊後水道中央部 1地点 (E)を

選定した (図 1).各地点における調査時間,海 況,

気温および水温は表 1に 示 した。採集に用いたプ
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図 1.プ ランク トン採集地点

数字は採水地点 (愛媛県中予水産試験場 ・愛媛県水産試験場,2001よ り)
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表 1 採水時の時刻 ・気温 ・表層水温 ・

宇和島港での干潮 12

垂直平均水温 ・風 ・海の様子 (19988.7)

43,満 潮 19:02,天 気 :快 晴

調査時刻    1340‐ 1■50

気温 (℃)    310

表層水温 (℃)  275

垂直平均水温 (℃〉 260

風向 ・向力   未測定

海の様子    多少波

14:00-14110  14:20‐14:30

310         300

280       270

260 260

未 lll定   未 llll定

波が荒い  波が荒い

よく揺れる よく揺れる

15:00‐15:10  15:30-15:40  16:00‐16:10

300        290         285

265        260        255

260        255         240

北西 4-5m 北西 4・5m  北西 3m

波が荒い  波が荒い  多少波

よく揺れる  よく揺れる

16:30‐16:40  17:10-17:20

285       300

250       260

245       245

南西 0‐lnl 無 風

ほとんど  ほ とんど

波なし  波なし

ランク トンネットは大本 (2000a)と同様である.

採集方法は,20m水 平曳き (大本,2000a)と ,垂

直曳き (大本,2000b)で あり,後 者では水深の違

いを考慮 して,X～ Zで は水深 30m,A～ Eで は

水深 60mか ら実施 した。

採集 した試料の処理,計 数方法,動 物および植

物プランク トンの分類 。同定についてはこれまで

と同様である (大本,2000a,b).

水平曳きのサンプルは全てのプランク トンの計

数に用いたが,垂 直曳きのサンプルは動物プラン

ク トンの計数にのみに用いた。なお,植 物プラン

ク トンの計数の単位は個体数であり,細 胞数では

ない.地 点間の植物プランク トンの量的分布を環

境要因から検証するため,本 調査と同じ 1998年の

7月 と 8月 に伊予灘と宇和海で測定された水温 ・

塩分 ・透明度の値 (愛媛県中予水産試験場 。愛媛

県水産試験場,2001)を 利用した。

結 果 と考 察

植物プランク トン 確認された植物プランク ト

ンとおよその出現量を表 2に 示 しておく.植 物プ

ランク トンの個体数は,沿 岸部の調査地点 (X～

Z)で 高く,次 いで伊予灘側 (A)と なり,宇 和

海沖合 (B～ E)で は少なかった (表 3).こ の違

いは主にキー トケロスの個体数差によつてもたら

されていた。三崎町沿岸部の植物プランク トン数

が多いのは,速 水瀬戸で海水が強く混合されるた

め,他 の海域より栄養塩濃度が高くなることが原

因ではないかと思われる。また,沖 合にもかかわ

らず地点Aで 植物プランク トン数が多いのは,本

地点が伊予灘に位置し,瀬 戸内海側からの栄養塩

の影響を強く受けていることによると思われる

すなわち,佐 田岬半島によつて黒潮の流れが遮断

され,伊 予灘側は海流が穏やかになるため,栄 養

塩が集積 しやす くな り,植 物プランク トンの増殖

に都合のよい状態がつくりだされているのではな

いだろうか.

また,こ の地点における植物プランク トン数の

増加を,7・ 8月 の水温や塩分,透 明度の変化から

考察することができる.図 2は 7・8月 における伊

予灘～宇和海の水温 ・塩分 ・透明度の値 (愛媛県

県中予水産試験場 。愛媛県水産試験場,2001)を

グラフ化 したものであり,St 7が本報の地点Aに

最も近い.7月 の St.7の表層 (Om)と 深層 (50m)

の水温差 ・塩分濃度差は,他 の地点 St 8～14に 比

べて大きい.こ れは,6・ 7月 における梅雨時期の

降水の影響と考えられ,表 層 と深層 との間に成層

構造ができていることを窺わせる.8月 になると,

表層の塩分濃度が増 し,表 層 と深層の温度差も他

の地点並に小 さくなつている。おそらく,こ の時

宇和海から高塩分濃度の海流が入 り込み,同 時に

栄養塩も海域全体に広がっていったのであろう.

これにより,植 物プランク トンの急激な増加が,8

月の地点 St 7の透明度を急激に下げる結果 となつ

たと思われる.

キー トケロスを除く珪藻類と渦鞭毛藻類につい

ても,沿 岸 と沖合において,い くらかの違いがみ

られた 珪藻類では,沿 岸の地点 X～ Zと 瀬戸内

海側沖合の地点Aま では,ニ ッチア科が宇和海側

沖合の地点 B～ Eよ り多く出現 した (図3).また,

宇和海側沖合の地点 B～ Eで は, リゾソレニア科

の中でも外洋的なR力Jzο
"々
″′α的夕物

`s Var腕
赫′/22α



表 2 各調査地点における表層植物 プランク トンの出現種類及びその出現量

種  名  出現量 (cc:多 い,c:普 通 ,r:少 ない,rr:僅 か)
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), P濯 ″移 FS(r), P・S喜 ″r●1ルα(rry, P Sp lrrp

スケレ トネマ科 Skeletonmacme

レプトシリンドラス科 Leptoc脚厳hceae

メロシラ科 Mcloslraccac

ビドルフィア科 BiddulpL"eae

キー トケロス科 Chaetoceraceac

パクテリアスツルム科 Bactenataceae

コスキノディスクス科 Coscmodscaceac

フラギラリア科 Fragi“aceae

ニッチア科 Niセ鍼山mae

ノクチルカロNoctluc」es

ピロキスティスロPyrocynes

ディノフィシスロDhoPhysiales

ペ リディニウムロP昴血 hles

アウフイイ″チウム亜属 Amphlce r a m m

エウケラチウム亜属 Eucerat u n

ケラチウム亜属 Ceratum

力 Wデ ウィニウ累 Protq洵出h山m

が多く採集 されてお り,宇 和海側沖合は,最 も黒

潮による外洋水の影響を受けているのではないか

と考えられる.

また,渦 鞭毛藻類についてみると (図 4),沿 岸

の地点X～ Zで はペ リディニウムロクラチウム亜

属が採集 されているが,宇 和海側沖合では採集 さ

れていない。さらにペ リディニウムロプロ トペ リ

ディニウム属が沿岸の地点Y・ Zや 瀬戸内海側の

地点Aで 多く採集 されたが,宇 和海側沖合ではほ

とんど採集されていない。ディノフィシスロは,

沿岸 YoZで 僅かに採集 されたのみである。これ

ら渦鞭毛藻類の出現状況も,沿 岸 と沖合 という地

点間の違いを示 していると思われた。これ らの傾

向を検証するため,今 後周年にわたる採集調査や

垂直曳きによる調査を行っていく必要があろう.

動物プランク トン 観察された動物プランク ト

ンの中では,圧 倒的にカイアシ類とそのノープリ

ウス幼生が多く,次 いで,二 枚貝のベ リジャー幼

生,尾 虫類 に猛υrOra″。J“′01たoPImoあ 4gJσωあ,

0′̈ ′レ″α Spp.),枝角類 (2ガ″ααッれ疵港′Evaル`
rarg′srJ″α)な どが,全 地点で採集 された (表 4).

採集方法に着 日すると,宇 和海沖合の地点 B～

Eで は水平曳きの方が,内 湾 ・沿岸部の地点 X～

Zで は垂直曳きの方が捕獲個体数が多いとい う,

ちょうど逆の関係になつてお り (図 5),こ れはお

そらく植物プランク トン量と関係があると思われ

る。すなわち,内 湾から沿岸にかけてのX～ Zは ,

栄養塩が多く,植 物プランク トンが表層の空間を

占有するため,水 平曳きでは,相 対的に動物プラ

ンク トンが少なくなると考えられる。反対に,宇

和海沖合では栄養塩濃度が下がるので,植 物プラ

ンク トン量は減少 し,そ の分動物プランク トンが

表層部に浮上 しやすくなるのではないだろうか.

また,垂 直曳きの結果は,植 物プランク トン量が

多くなる沿岸 (X～ Z)で は,そ れを餌とする動

物プランク トンが,表 層より下部で多くなること

を示していると思われる.

ところで,地 点Aは 水平曳きでは沿岸部に似た
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表 3.各 調査地点における表層植物プランク トンの種類と計測結果 個体数 (N/m3)

沿岸部 伊予灘 宇和海沖合

リゾソレニア科

スケ レトネマ科

レプ トシリン ドラス科

メロシラ科

ビドルフィア科

キー トケロス科

バクテ リアスツルム科

コスキノディスクス科

フラギラリア科

ニッチア科

ノクチルカ ロ

ピロキスティスロ

ディノフィシス ロ

ペ リディニウムロ

アウフイケラチウム亜属

エ ウケラチウム亜属

ケラチウム亜属

カ ド リカ ニウ編

965      775

205      245

55       20

60       45

25       25

18010    18215

55       30

55     110

390      230

625      360

30      45

10      15

0       15

45       60

540      215

45       100

0       25

670

220

80

70

30

16070

65

180

130

345

65

25

10

60

240

60

40

270

315

50

45

15

7355

60

85

190

370

20

30

0

55

245

0

65

525     110     240     665

210     235     120     190

35      0      15      0

50      0       0       0

55      75      0      50

2210    2075    1120    1590

45      10      0      20

310     35      135     95

285     195      55      60

100      0       0      0

80      5      135     85

30      20      15      25

0       0       0       0

90      50      30      50

540     185     285     165

0       0       0       0

0500

言ト 21115 18360 9170

9170

3000    2150

平均値 土標準偏差 20002± 1185 31781L873

個体数を示 し,垂 直曳きでは宇和海沖合に似た個

体数を示している。地点Aの 垂直曳きでは,大 型

のカイアシ類 の物 s訪 ′
“
sが 多数捕獲されてお

り (表 4),体 積も考え合わせた現存量でみると,

沿岸部のX～ Zと 同程度になることが予想 される。

したがつて,地 点Aは 地点 B～ Eと 同じ沖合であ

つても,内 湾性の強い瀬戸内海側の特徴を示して

いると思われる.

カイアシ類の種組成からみた地点の特徴 動物

プランク トンの うち,出 現量の豊富なカイアシ類

は,南 日本の内湾における湾奥部から湾日部にか

けての主要な出現種の変遷がよく調べられている

(弘田,1980)。そこで,カ イアシ類については,

調査地点ごとの種組成から,各 調査地点における

環境の特徴について検討した.

各調査地点における垂直曳きによるカイアシ類

の種組成をみると,沿 岸,沖 合 ともに,パ ラカラ

ヌス科 とオイ トナ科が構成割合の大部分を占め,

互いに桔抗 し合つているようであつた (図 6).パ

ラカラヌス科のカラヌスは,主 に Paracaを″s′●ry″s

で , 他 に Para“′
“
ぉ ″″″″膝 を 地 点 Zで ,

Pa“ 渤 パ
“
″ルartrsを地点Dで 少数個体確認 した

が,未 成熟個体や分類 しづらいものが多かつた (表

4).オ イ トナ科のカラヌスは,沖 合,沿 岸 ともに

ほとんどOttο″αs渤〃,sであるが,内 湾 ・沿岸の地

点 X～ Zで は,Ottο ″α″
“
αの個体数も増加するよ

うである (表 4)。 また,沖 合の地点A～ Eで は,

内湾 ・沿岸の地点 X～ Zに 比べて,エ クチノソマ

科 磁
“
颯脅rra″。″eg'“ とル′針ow″ ra ras“)の 出

現数が多く,外 洋的であるとい う印象を受けた.

宇和海側に面した沿岸 X～ Zと 沖合 B～ Eで は,

量的な差 こそあれ,ほ ぼ同じような種組成を持つ

ていたが,瀬 戸内海側の地点 Aは ,そ れ らとやや

異なる傾向がみ られた.ま ず ,宇 和海側 と違い,

パラカラヌス科の出現率が増 し,オ イ トナ科は減

少する。そして前述のとお り,小 型のカイアシ類
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図 4.各 調査地点における渦鞭毛藻類組成
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表 4-1.X～ Z地 点における動物プランク トンの出現種 と計測結果 (個体数 N/m3)

採 集 地 点    X  Y   Z
水平   垂直   水平  垂直  水平  垂直

十脚類 Decapoda

Decapoda mysis stagc(エ ビの ミシス幼生)

Dccapoda zoca stagc(カ ニのゾエア幼生)

Dccapoda megalopa stagc(カ ニのメガ ロパ幼生

尾虫類 Appcndiculぶa

Olkopleura spp.(オタマボヤ科の複数種)

腹足類 GASTROPODA

GASTROPODA spp(腹 足類の幼生)

有殻異足類 nccOsOmata

Cra″お
`““
ね (ウ キヅノガイ)

有鐘繊毛虫類 Tintinnina

rizル″滋́ sp.(有鐘繊 毛虫亜 日の一種)
二枚貝類 BIVALVIA

BⅣ Al′VIA Veliger iarva(二 枚貝綱の幼生)

多毛類 POLYCIAETA

POLYC島 俎IA spp.(多 毛綱の幼生)

矢虫類 SAGITTCIDEA

sagim mnata(フ クラヤムシ)
SACITrOIDEA sp(現 生ヤムシ綱の一種 )
カイアシ類 Copcpoda

caraFな 議 た_(カ ラヌス科)
α″ゎ
"ra″
ぉ′αη
`″
(カ ラヌス科 )

勲
`“""s″

みο
“
慶2s(ユ ウカラヌス科)

C ′́″″ば s″″″姥″お (セ ン トロパジェス科)
ια夕あc′″αJap●41Ca(ポンテ ラ科)
c r a r“αra2_/ar a″′(クラウソカラヌス科)
α
“
地cara4な

"Й
。″(クラウソカラヌス科)

2"ο″α′″昴
“
ra(テモラ科)

2″ara′i“
“
″あ屹 (テモラ科)

ル″ror■abdlls″″む″(ヘテロラブ ドゥス科)
/carrr a ` b″α′(アカルチア科)
P“ ″
“
パ′の壼 (パラカラヌス科)

Pra“′
“
ぉspp(パ ラカラヌス科の複数種)

0ル●2α s′″〃お (オイ トナ科)
0:滋
“
a″″ (オイ トナ科)

のcα′α sp(オ ンケア科の一種)
Co7●″
“
spp.(コリケウス科の複数種)

Z″
"′
″′ra″ο
～
egiCα(エクチノノマ科)

M静∝●
“
′ra rasa a (ェクチノソマ科)

助″ ルα
“
い   (エウテルピナ科)

Copepo d aのノープリウス幼生
枝角類 Chd∝era
ル″JノJα″ね rP・ぉ (ウスカワミジンコ)
Evaあθ″rgesttα(トゲナシエボシミジンコ)
放散虫類 Radd面a
Ra′οレたspp.(放散虫目の複数種)
介形類 Miodoco p a
J歳り″
`d“
sp(ウ ミホタルの一種)

花クラグ類 CNIDARI A
んr4●″′赫

“
sp(花 クラゲロの一種)

クtヒ  トデ類 αttDROIDEA
OPHIUROIDEA sp.(ク モヒトデのオフィオブルテウス幼生)
フジツボ類 BJanOmo r p h a
筋 ″
“
Sp・(フジツボのノープ リウス幼生)

魚類の卵

0

0

0

0

4

4
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0
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0
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0
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0
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0

0
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0

72

192

4

12

8
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4

4

0
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28
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表 4-2.A～ E地 点における動物プランク トンの出現種 と計測結果 (個体数 N/m° )

採 集 地 点 A   B   C    D    E

Dccapoda myぶs stagc(エビの ミシス幼生)
Dccapoda 70∽Stagc(カニの ゾエア幼生)
Decapoda megdopa stage(カニのメガ ロパ幼生
シ

“

″あ sp.(エ ビの成体)
ι″″レ Sp(ユ メエ ビ属の一種 )

M"″ ′Sp.(ア ミ科の 一種)
端脚類 Amphゎoda

めrrra Sp(ク ラグノ ミ属の一種 )
尾虫類 AppcndαJaHa
Okoplcura spp(オタマボヤ科の複数種 )
腹足類 GAS畷 ЮPODA
GASTROPODA spp(腹 足類 の幼生)
有鐘繊毛虫類 1lndnnha
η″
`レ
″f″α sp(有鐘繊 毛虫亜 目の 一種)
二枚貝類 BIVALVIA
BIVALVIA Vcliger iarva(二枚貝綱の幼生)
多毛類 POLYCル 嘔TA
POLYCHAETA ttP(多 毛綱の幼生)
矢虫類 sAGITTOIDEA

Sagitta ennata(フクラヤムシ)
SAC11 「̈OIDEA sp(男 生ヤムシ綱の一種 )
カイアシ類 Copcpoda
物 な麟た

" (カ
ラヌス科 )

caraFぉρ
“
ル な (カラヌス科 )

Cα励
“
araztt ραησ″(カラヌス科 )

ル″
“
c力″ra ρb“ (ュ ウキータ科 )

励o力
“
′fdάsp(ユ ウキー タ科の一種)

&“ 7●″四 J“b…
“
(ユ ウカ ラヌス科)

α憮

"呼
、た′″lra″お (セン トロパジェス科)

PattJJ●Ps・お″″●″
“
(ポンテ ラ科〉

ιabd∝eraJap″fοα (ポンテ ラ科 )
ιαb′グοcara αo″″ (ポンテ ラ科 )
ιαbJイ∝′
“
″加 ra(ポ ンテ ラ科 )

Cα″″cla b"ル″αra(カ ンダシア科 )
ル
…
″ケ″″ (テモ ラ科)

′
“
″
"″
c′
“
(アカルチア科)

々″歯 sP(ア カルチア科の ・種)
Praωra″な″″な (パラカラヌス科 )
Pra“ra″な spp.(パ ラカラヌス科の複数種 )
αルο″αs筋お (オイ トナ科)
0″εα′α sp(オ ンケア科の一種 )
のフ
“
′r spp.(コ リケウス料の複数種 )

Иο′ω¢′
`Jra″
。″
`gノ
οα (エクチ ノソマ科)

旋 ″
“
″rra roseα(ェクチ ノソマ科)

動
`′
ψ

“

α acrr/rοだ (エ ウテル ピナ科)
cryra“″srra sp(ク リテムネ ス トラ科の一種 )
彪
“
″の′″/ra grarJ′,s(ミ ラシア科)
Copcpodaのノープ リウス幼生
枝角類 Clad∝era
′″″″ね″lros・″き (ウスカ ワミジンコ)        15 6  10 4
3″ 姥 rargesr14α(トゲナ シエポ シミジンコ)    15 4 20 2
放散虫類 RadbhHa
R“

"″
″spp.(放散 虫 日の複数種)        loo 42 5  4

シャコ類 Stomatopoda
Squillidae Alima larva(シャコ科のア リマ幼生)    o  o  5  0
介形類 Mlodocopa
Lα′0りpFitt Sp(ウミホタルの一種 )        o  4  0  6
花 クラグ類 CNIDARIA
ル

“

ο″́あsα″sp(花 クラゲ ロの一種 )       o  2  0  0
クモ ヒ トデ類 OPIIIUROIDEA

0402040 4o2

0450001o204

04000o5 0 o o

0 2 0 0 0 o o o o 0

0    0    15    0    0    0     15     0     0    o

0 8 0 0 0 0 o O o o

0 2 0 0 0 o o o o o

25    8    100   22    5    18    40     38    95    30

0    16    0     0    25   20     2      0     0    22
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表 4-2続 き

採  集   地

ホウキムシ類 (PHORONIDA sP)

PHORONIDA sp (ホ ウキムシのアクチノトロカ幼生)
フジツボ類 Balanomorpha

A B

水平  垂 水平

B″
“
IJa ś p (フ ジツボの ノープ リウス幼生)
魚類の

沿岸

X～ Z

に替わつて,大 型カラヌスの Csレ た7sが多量に捕

獲された。C sレたぉは表層では全く捕獲されなか

ったので,採 集時,表 層は植物プランク トンに埋

め尽 くされてお り,そ の直下に潜 り込むような分

布をしていたのではないかと考えられる.

Csル た洲は太平洋 。大西洋に出現する暖海 ・沿

岸の広域分布種で,三 崎湾 。二名津湾でも春先に

必ず多く出現する (大本,2000a)。また,人 幡浜

港や大三島沿岸でも,春 になるとかなり多く出現

するので (大本,未 発表),本 種の分布域は,瀬 戸

内海から宇和海にかけて,か なり広いものになつ

ているようである

宇和海沖合
B～ E

続いて垂直曳きで日に付くのが,ユ ウキータ科

である。この科で特定できたのはル
“
′
"α
′′αノ
“
α

のみであつた。以前筆者は,二 名津湾で風の強い

冬季にこの種を確認 してお り (大本,2000a),こ

の種の分布域はおもに内海であろうと推測 してい

た。今回の結果から,本 種の分布が,宇 和海側沖

合にまで及んでいることが明らかとなった.ユ ゥ

キータ科の分類は,雌 であれば生殖節,雄 であれ

ば第 5胸 肢の形態が決め手となるが, どちらも明

瞭な特徴を示さない個体 励σ力αι::`αe Sp が沖合の

全地点にわたつて,か なりの数出現した.は っき

りと分類できるユウキータ科が P ′Fa″αのみであ

２

２２

０

２５

２

１４

０

３０

（
Ｌ
＼
〓

）

轟

量

駆

225  974  830   932   58

伊予灘
A

調査地点

図 5.各 調査地点における動物 プランク トンの計数結果

縦棒は標準偏差.□ :水平曳き,■ :垂直曳き
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昴
覇
せ
暉

A    B

調査地点

カイアシ類ノープ リウス幼生

エクチノソマ科

オイ トナ科

大型～中型および特殊カラヌス

ったので,こ の E7 άα′グα
`sp.は
2ρ″″αの米成熟

個体かもしれない.そ うすると 2′ ノ
"α
の分布域

がさらに広がることになるのだが,今 後詳 しい調

査を行 う必要があるだろう.

水平曳きのカイアシ類の特徴は,宇 和海沖合の

地点 B～ Eに おけるオンケア科およびコリケウス

科の個体数の多さである (図 7)こ のことは,そ

れらがより沖合に出現するとい う弘田 (:980)の

報告とよく合致 してお り,宇 和海側沖合の地点が

外洋水の影響をかなり受けていることを窺わせる.

オンケア科は同定が難 しく種まで特定できていな

い コリケウス科は 0ッ ιαι簡 噺骸おが大部分を占

めていたが (表 4),そ の他にまだ 2,3種 は存在

するようである.

その他の特徴 として,地 点 B,D,Eな どでは

パラカラヌス科 (ほとんど P ′″ws)の 個体数が

多かつたこと,内 湾 ・沿岸部のX～ Zで オイ トナ

科 (ほとんど O s加 お )の 割合が高くなることが

ロエウテル ピナ科お よびその他

園オンケア科およびコリケウス科

ロパラカラヌス科

あげられる (図 7,表 4)ま た,宇 和海沖合の地

点 B～ Dに は,大 型～中型のカラヌスが多く現れ

た。特に外洋性 ,表 層性および沿岸性のポンテラ

科の出現が日立つ。具体的には Pο″′
`“
がおノα″αあσ,

ιαbttι
`r″
 ノ名ρο′′οα, ιαbノイοσ″α αο″″, ιαιMOσ″α

″″″″ などである.地 点 Cで は,こ の他アカルチ

ア科,ユ ウキータ科の出現が見られたが,い ずれ

も幼生個体であり種の特定までには至らなかつた。

幼生個体とはいえ,内 湾奥部に多いといわれるア

カルチア科のカラヌスが,沖 合で多く捕獲された

のは少 し意外であつた.

このように,垂 直曳きでははっきり見られなか

つた種組成の違いが,水 平曳きで見られたことは,

カイアシ類の水平分布が植物プランクン量に強く

左右されていることを示唆 している.す なわち,

植物プランク トンの多い場所では,表 層に浮上で

きず,よ り深い所で生活 しているカイアシ類の種

類が多いのではないかとい うことである もちろ

■

日

□

圏

図 6 各調査地点におけるカイアシ類組成 (垂直曳 き)
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ん,カ イアシ類がそれぞれの種の群集ごとに水平

的にすみわけを行つていることも事実である.い

ずれにしても,植 物プランク トン量と動物プラン

ク トンの水平 ・垂直分布については,今 後さらな

る調査を行 う必要があるだろう

上田 (2001)は,宇 和島下波湾域における詳細

な動物プランク トンの報告を行っている。それに

よれば,今 回の出現種 (表4)の うち,P′ ぃ な,

′ο″′″′
“
曖ca, И
`″
″αあ″αι, as′″′′is, E2r′aψ″α

αε″P/r。だ は中栄養沿岸種であるが,残 りはすべて

貧栄養沿岸種である.今 回の調査地点は,瀬 戸内

海の内湾などとと比べれば,同 じ内湾や沿岸であ

つても,す べて外洋的な環境にあり,動 物プラン

ク トンの出現状況はそれを反映 しているといえる

だろう。

地点間の多様性比較 シャノンの多様性指数 (4ヽ

鳥 ・須藤 ・千原 ,1997)を 使つて (対数の底は 2

を用いた),X～ Eの 8つ のポイン トの多様性指数

を比較 した (表5).

植物プランク トンの多様性は,内 湾 ・沿岸の地

点X～ Zで 低 くなつている.同 じ沖合域で t)地点

Aの 多様性は低 く,内 湾 ・沿岸域に近い値を示 し

■カイアシ類ノープ リウス幼生

ロエクチノソマ科

ロオイ トナ科

国大型～中型および特殊カラヌス

ている 植物プランク トンの個体数が多かったの

も地点 X～ Zお よびAで あつたことを考え合わせ

ると,地 点 X～ Zお よびAは ,種 類数が少ないわ

りに,少 数の種の個体数が多いという結果になり,

この海域はB～ Eな ど他の海域に比べて少 し富栄

養化 しているのではないかと思われる.水 平曳き

による表層動物プランク トンの多様性も,地 点X

～ Zお よびAは ,地 点 B～ Dに 比べて少 し低めの

傾向がありそ うである.な お,地 点 Eは ,黒 潮の

影響を強 く受けているわりに多様性が低いが,理

由は不明である.こ の地点は,他 の沖合地点 B～

Dと 比較 して植物プランク トン数では大きな違い

はないかわりに,動 物プランク トン (特にカイア

シ類)の 出現個体数 。出現種 ともに少なく,大 型

～中型カラヌスはほとんど姿を見せないという,

やや傾向の異なる場所である。ここは,す べての

地点中,位 置的にもつとも黒潮の影響を受けると

考えられるが,黒 潮 自体が今回のようなプランク

トン組成を持つものなのかもしれないので,宇 和

海中部から南部にかけて, もつと広汎な採集調査

をする必要があるだろう。一方,垂 直曳きによる

動物プランク トンの多様性は,内 湾 ・沿岸の地点

（
Ｓ
）
佃
昴
轟
量
軍

A      B

調査地点

ロエウテル ピナ科およびその他

国オンケア科およびコリケウス科

ロパラカラヌス科

図 7.各 調査地点におけるカイアシ類組成 (水平曳き)
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表 5各 調査地点におけるプランク トン多様性指数

占
い地

植 物 プ ラ ン ク トン 1.02    0.86    095 260    1.75 2.28136

動物プランク トン 水平曳き

垂直曳き

273    313    307

3.79    371    359

2_86

347

3.42    322

332    363

363     273

3.59    338

X～ Zの 方が,沖 合の地点と比べて高いという結

果がでている.出 現個体数が多かったためもあろ

うが,こ の理由はよく分からない

今回の調査により,内 湾～沿岸 と沖合は明らか

に違 う特性を持ってお り,沖 合でも宇和海側 と瀬

戸内海側では大きくプランク トン組成が異なるこ

と,特 に研究の進んでいるカイアシ類の構成種や

その割合を調べることが,周 辺環境を知る大きな

手がかりになることが分かつた 今後は,同 じ宇

和海でもさらに外洋に面した豊後水道のプランク

トンを調査 してみたいと考えている また,今 回

は夏 1回 のみの調査であり,今 後年間を通 じた同

様の調査を行つて,さ らに当該海域の動植物プラ

ンク トンの特徴を明らかにする必要がある.
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